
◆◆◆◆三田市民病院経営健全化三田市民病院経営健全化三田市民病院経営健全化三田市民病院経営健全化「「「「実施計画実施計画実施計画実施計画」」」」進行管理表進行管理表進行管理表進行管理表 現在　(Ｈ22上期集計含む)

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

上期 下期 H21 実績 上期 下期
上期
実績

上期 下期 上期 下期 上期 下期

1
ベットコントロール体制の強化、院内業務の見直
し、前方連携強化、手術件数増加等により、目標
稼働率のクリアーを目指す。

88% → 78% 75.5% → 80% 78.7% → 82% → 85% → 88%

2

専門外来の充実、地域医療連携の強化による紹介
患者の獲得、また、体制の見直し等により、当院
での専門治療を必要とする外来患者数の増加を目
指す。また、人間ドックについても拡大を目指
す。

700人 → 620人 656.3人 → 640人 668.4人 → 660人 → 680人 → 700人

3

急性期医療に関する加算、指導料等を積極的に取
得する。また、診療情報管理士等によるレセプト
分析管理の充実を図り、診療単価の向上を目指
す。

入院-52千円以上
外来-10千円以上 → ◆

入院-51,103円
外来- 9,194円

→ ◆
入-52,419
外-9,312

→ ◆ → ◆ → ◆

4

業務体制の見直し、医師事務補助員の活用、医療
情報システムの改変等により、医師の負担を軽減
し、医療行為等への集中化を図り、収益の向上を
目指す。

順次実施 → ◆
Drｸﾗｰｸの3人配置や静
脈留置針の看護師業務
化、薬剤師の当直など

-

5
後発医薬品の切り換え促進や、購入時の積極的な
交渉等により削減を目指す。

Ｈ20よりも
△1億円

→
Ｈ20より
△5千
万円

51,765千円削減 →
Ｈ20より
△5千
万円

3千万円
削減予定

→
Ｈ20より
△1億円 →

Ｈ20より
△1億円 →

Ｈ20より
△1億円

6
購入価格の低減方法の検討及び使用基準の見直し
等により、削減を目指す。

Ｈ20よりも
△5千万円

→
Ｈ20より
△5千
万円

8,286千円増加 →
Ｈ20より
△5千
万円

3千万円
削減予定

→
Ｈ20より
△5千
万円

→
Ｈ20より
△5千
万円

→
Ｈ20より
△5千
万円

7
職種別に業務体制、勤務形態の見直し等を行い、
１人当たり年間時間外数の削減を目指す。(看護部
６h・ｺﾒﾃﾞｨ24h・事務24h／人・年間の減)

Ｈ20よりも
△600万円/年

以上
→ ◆ 14,373千円増加 → ◆

11,717千円
増加

→ ◆ → ◆ → ◆

8
委託業務内容・仕様等の精査により、より合理化
を図る。また、各業務の契約更新時には、より精
査を行う。

対前年
△１％
以上

→
対前年
△１％
以上

対前年 0.6％増加 →
対前年
△１％
以上

対前年
△1％
予定

→
対前年
△１％
以上

→
対前年
△１％
以上

→
対前年
△１％
以上

9

医師の処遇・労働環境の改善をはかるとともに、
不足する診療科医師の招聘、確保を図る。(各年度
末3.31の比較)
【腎臓内科・小児科・皮膚科・放射線科医師
等】

欠員医師
の補充

→ ◆
H20末-45人⇒H21末-49
人【腎内+1、小児+1、
消化+1、内科+1など】

→ ◆
H22.9月末-
59人(正規
43、嘱託16)

→ ◆ → ◆ → ◆

10

急性期医療の診療体制に対応できるよう、常時看
護師の確保を行うとともに、出産後等でも、再度
働きやすい環境の提供に努める。【看護師確保対
策チームの創設等】(年度末比較)

欠員看護師
の補充

→ ◆
H20末-234人⇒H21末-
226人

→ ◆
H22.9月末-
232人

→ ◆ → ◆ → ◆

11
女性職員が働き続けることが可能なよう、病後児
保育等に対応できる制度や勤務体制の見直し等の
検討を図る。

制度の検討
と実施

◆ →
病後児保育、短時間勤
務制度等の実施

◆
院内保育所
建設整備中

12
専門的分野において、外部から実務経験を有する
人材を登用し、病院全体のの能力向上を図る。
【診療情報管理士　等】

専門的分野
の人材雇用

◆ →
診療情報管理士1名の
採用

◆ →
4月-管理士1
名・SE1名、8
月-管理士1名

◆

外外外外　　　　部部部部　　　　評評評評　　　　価価価価
総総総総
合合合合
評評評評
価価価価

「A」=優、「B」=良、
「C」=可、「D」=不可

毎年

人人人人
材材材材
確確確確
保保保保

医師の確保 毎年

看護師の確保 毎年

女性職員が働きやすい
環境の整備

Ｈ22.4

外部からの人材確保 Ｈ23.4

医師業務負担の軽減 Ｈ21.10

費費費費
用用用用
削削削削
減減減減

薬品費の削減 毎年

診療材料費等の削減 毎年

時間外勤務の削減 毎年

委託費の合理化による
削減

HHHH24242424年度年度年度年度 HHHH25252525年度年度年度年度

「→」＝検討・調整時期、「◆」＝実施時期、数字＝目標数値等

収収収収
益益益益
確確確確
保保保保

病床稼働率の向上 毎年

外来患者数の増 毎年

医療収益単価の向上 毎年
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最最最最　　　　　　　　終終終終
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13
研修医や若手医師の教育プログラムを充実させ、
研修医の増加及び医師のスキルアップを図る。ま
た、指導医の確保や養成についても強化する。

研修体制
の強化

→ ◆
臨床研修医等の教育カ
リキュラム等の充実

→ ◆

臨床研修医等
の教育カリ
キュラム等の
充実

→ ◆ → ◆ → ◆

14
看護師の教育システムの充実を図ると伴に、認
定・専門看護師の取得をバックアップし、学会・
研修会参加への支援を図る。

研修体制
の強化

→ ◆
教育カリキュラム等の
充実

→ ◆
教育カリキュ
ラム等の充実 → ◆ → ◆ → ◆

15

コメディカル・事務員についても、研修会等への
参加機会を増やし、専門的能力の取得や、スキル
アップを図る。また、「院内全体研修」を積極的
に実施する。

研修体制
の強化

→ ◆ 研修の強化 → ◆ 研修の強化 → ◆ → ◆ → ◆

16
病院事業の経営の効率性・自主性・機動性を高め
るため、経営形態を地方公営企業法の全部適用へ
移行する。また、事業管理者を設置する。

全部適用
への移行

◆
H21.7.1全部適用へ移
行

-

17

各部門の責任と権限を明確化し、業務遂行上の指
揮命令系統を一元化する。各部門別取組活動等の
明確化と「部門別損益管理制度」等の構築を図
る。

部門別管理
制度の構築

→ ◆
企画調整会議の新設と
BSC活動の取組準備等

BSC活動の本
格実施

18
職員の努力結果が、報酬等に反映される制度の検
討を図る。 検　討 → 検討中 → → 未定 ◆

19
現場からの改善提案を募集し、取組効果があった
場合は、表彰するなどの制度を検討・導入する。

提案制度
の実施

◆ 院内提案制度の新設 -

20
電子カルテを含む、より高度で、精度の高い基幹
医療情報システムの導入検討と再構築を図る。

システム
の拡充

→ 検討中 → →
新ｼｽﾃﾑ構築委
員会の新設

→ → ◆

21

業務体制の再確認を常に行い、サービスの充実と
質向上に努める。平成23年度内に、「病院機能評
価」の再取得を図る。また、接遇研修等の充実を
図る。

機能評価取得
及びｻｰﾋﾞｽ向

上
→ ◆ 顧客満足度調査の実施 → ◆

機能評価受
診準備等

→ ◆ → ◆ → ◆

22

定期的な「市民講座」の開催や、ホームページ・
広報紙への掲載を積極的に図り、より広く市民へ
の理解を求めると伴に、利用者からの要望等も取
り入れる。

情報提供
の充実

→ ◆
ホームページの改変や
市広報への掲載強化

→ ◆
広報誌等の
掲載強化

→ ◆ → ◆ → ◆

23
現在の地域医療連携室の機能をより充実させると
伴に、特に前方連携体制の更なる強化、医師会、
市・県等との外部組織との交流の強化を図る。

地域医療連携
体制の強化

→ ◆
逆紹介率40％以上の達
成(総合入院調整加算
取得への取組等)

→ ◆

8月-地域医療
ｾﾝﾀｰの開設、
登録医制の実
施等

→ ◆ → ◆ → ◆

24

当該計画の進行管理を含む、病院の経営状況等を
外部の専門委員等に評価いただくことにより、経
営の安定化を図り、永続的良質な医療の提供を堅
持する。

委員による
評価・提言

→ ◆
経営健全化計画進行管
理委員会の新設と開催

→ ◆ - → ◆ → ◆ → ◆
外部評価委員会の設置
と評価の実施

毎年

Ｈ24.4

医療の質向上と患者
サービスの向上

毎年

市民への情報提供の充
実

毎年

地域医療連携の強化 毎年

実実実実
施施施施
体体体体
制制制制

地方公営企業法の全部
適用へ移行

Ｈ21.7

業務実行部門の改革 Ｈ21.10

人事評価制度の検討 Ｈ23.4

院内提案制度の導入 Ｈ21.7

医療情報システムの拡
充

研研研研
修修修修
充充充充
実実実実

医師研修体制の充実 毎年

看護師研修体制の充実 毎年

その他職員研修体制の
充実

毎年


